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　F地球温暖化｣をはじめとする環境問題がますます身近になるー､方で､世界の

国々が賛同できる国際枠組みの構築は困難な状況にあります。

　このような状況下で対策が急がれる中､国際社会はどのように取り組むべきな

のでしょうか。

　ＣＳ日の最先端アメリカでの実体験をもとに日本企業向けのＣＳＲコンサルティ

ングを行うコーポレートシチズンシップ代表の雨宮氏から世界で行われている地

球環境問題解決への取り組み等について､ご紹介いたします。

　　　　　　　　コーポレートシチズンシップ　代表取締役　雨宮寛氏
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ウォーター問題

　2018年に入り、例年よりも寒い気候が続いてい

ます。また、本寄稿を書いている２月上旬までに、

日本海側では記録的な大雪に見舞われており、人々

の生活や仕事に影響を及ぼしています。これも温室

効果ガスによる気候温暖化の影謳で、地球を流れる

海流や偏西風の動きが変わることによって、異常気

象が増叉ているということです。

　今冬のような大震や、ここ数年毎夏発生するゲリ

ラ豪雨が起こる日本は、気候温暖化の影響を大きく
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受けている国の一つですが、資源としての水は豊冨

にあり､将来的にも恵まれている状況が続きそうです。

　今回は、世界の水事情ということで、世界的な資

源の調査・研究機関である世界資源研究所（WRI:

World日esoUrces lnstitute）の分析結束を報告し

ます。Ｗ日|の分析は、各国単位で調査しています。

水を使用する主要な三つの用途（産業用、生活用、

農業用）を水需要とし、雨や昌、地下水などで得ら
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れる水を水供給とします。この水の需給を2020年、

２０３０年、2040年の期間で予測します。この予測

も、現状通り、楽観的、悲観的の三つのパターンで

期間毎に算出されます。

　上のグラフは、水の需給が現状通りであった場合

の2040年時点の状況です。前ページの地図は需給

のストレス（ひっ迫度合い）によって色分けされて

います。本寄稿は白黒で記されております。以下、

色の表現につきましては、赤色と記されてTいるとこ

ろは濃い黒色、灰色や黄色の部分は薄い黒色として

前ページの地図をご覧ください｡また､お手数ですが、

地図の下に記載されているホームページアドレスか

らカラーの地図をご覧いただけます。薄い黄色はス

トレスが低く、赤はストレスが昌くなります。赤に

近い色ほど、水の需給がひっ追していることを示し

ています。灰色は、砂漠地帯を示しており、水の供

給も少ないですが、水を使用する人や産業があまり

無い地域になります。そのため、この地図では灰色

となっています｡あまり分かりやすい色分けにはなっ

ていませんが、日本は、沿海部は黄色部分が広がっ

ていますが、山間部・内陸部は赤色系の色で記され

ています、調査対象の世界ISIか国の中で、日本は

2040年時点の水のストレスは72位となっており、

世界の国々の中で、水のストレスは中程度になりま

す。この順位はストレスが低いほど順位が低くなり

ます。たとえば､順位が最も低い161位の国は南スー

ダンになりますが、水の使用量がそれほど多くない

ため、薄い黄色になっております。このように水の

ストレスがあまり無い国々は、水の使用量が少ない

アフリカ中南部の地域や、気象上、水の供給の多い

中米（パナマ､ベニン）やアジア（ブルネイ､ラオス）

が低い順位になっています。

　一方、上位の国々は、水のストレスが高い国です。

現在も水不足で悩む国々が多く、2040年時点も現

状のまま進めば､水不足が解消されません｡上の表は、

水のストレスの大きい上位10か国です。

　このように、地図で赤色に染まっていた中東地域

の国々が上位を占めました。これらの国々は水のス

トレスが大きく、水不足は深刻です。中東の国々が

独占する上位10か国の中で、唯一、シンガポールが

入りました。中東６か国と同じ１位としてランクさ

れました。アジアでは日本を凌ぐ裕福な国であるシ

ンガポールですび、水のストレスは世界で最も大き

く、今後の同国の経済成長の足かせになりそうです。

　その他、気づく点としましては、2040年には世

界最大の経済大国になる可能性のある中国（48位）

と､日本の経済規模を上回るであろうインド（40位）

です。両国とも人口も世界１位２位の状況は2040

年も変わらないのではないかと思います。中国は北

京や上海などの大都市の集よる沿岸都が真っ赤に染

まっており、内陸部は砂漠地帯が広がっています。

インドも大都市が集まる北部から西海岸が赤く染

まっています。経済成長を続けている両国ですが、

今後、水不足が両国の経済へどのような影髪を及ぼ

すのか注意してみていかなければならないでしょう。

コーポレートシチズンシップ代表取締役。ＤＷＭアセット・マネジメ

ント日本代表。アラペスク・アセットマネジメント日本代表。明治大

字公共政策大字院および法政大学晴代福祉学部兼任講師。ＣＦＡ協会

認定証券アナリスト，ＮＰＤ法人ハンズオン東京理事。コロンビア大

学ピジネススクール経営学修士および八－バード大学ケネディ行政

大学院行政学修士，クLノディ・スイスおよびモルガン・スタンレーに

おいて資産運用商品の商品開発を担当，2006年コーポレートシチ

ズンシップを息|』業｡｢あなたのＴシャツはどこから来たのか？｣(ピエト

ラ・リポリ習　東洋経済新報社)｢暴走する資本主義｣｢最後の資本主義｣

(ロバートーライシュ著　東洋経済新報社)｢ジェンガ世界で２番目に

売れているゲームの果てなき挑戦｣(レスリー・スコット著　東洋経

済新報社)などを翻訳｡｢アショカＤＶＤ･社会起業擢シリーズ｣監修，
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